






先天性胆道閉鎖症,新生児肝炎,或いは,その他の新生児閉塞性黄疽においては,

血清アルファフエトプロテイン(AFP)値が高値を示すことが報告されており,さ

らに,Zeltzer, Fonkalsrud らの報告によれば,その血清 AFP 値の如何により胆

道閉鎖症と新生児肝炎との鑑別が可能であると言う。このようにアルファフエ

トプロテインは両疾患の病態生理を解く鍵の一つとして,或いは,鑑別診断上の

一手法として注目を集めつつあるが,生後 2～3 ヵ月の乳児においては,生理的

にも AFP 値は高値を示すので,正常値との比較なしにこの問題を検討すること

は無意味といっても過言ではない。


